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学校だより第３０１号

高岡市立太田小学校

※ 本校ホームページは、平日、更新中です。

「道」
校長 柿埜 哲男

かき の てつ お

６年生が、太田小学校を巣立つ日が近付

いてきました。私にとっては、かけがえの

ない校長として初めての卒業生となりま

す。振り返ってみると、１６名は学校生活

でいつも私たち教職員を楽しませ、笑顔に

してくれる温かい存在だったと思います。

その６年生が、先日、私たち教職員のた

めに謝恩式を開いてくれました。心のこも

った温かいトーンチャイムの「蛍の光」の

合奏や「旅立ちの日に」を合唱をしてくれ

ました。会場全体が温かい雰囲気に包まれる笑顔いっぱいの謝恩式で、感謝の心のこも

った手紙に、胸が熱くなりました。６年生が卒業してしまうのは正直、寂しい気持ちが

強いのですが、私からは、人生の道のりについての話をさせてもらいました。その中で、

私が幼い頃から大ファンであった、プロレスラーのアントニオ猪木さんの座右の銘をは

なむけの言葉として贈りました。

この道を行けばどうなるものか、 危ぶむなかれ、 危ぶめば道はなし

踏み出せばその一歩が道となり、 その一足が道となる

迷わず行けよ、 行けばわかるさ

迷っていても仕方ないから、とにかくやってみようというのが結論です。新しいこと

を始めるときに、失敗を恐れて一歩を踏み出さないと何も始まりません。とにかく一歩

を踏み出してほしい、その一歩が、自分の道になるということを伝えさせてもらいまし

た。１６名全員、太田っ子らしく物怖じせず、一歩を踏み出せると私は信じています。

中学校３年間の道のりや人生の道のりは、決して

平坦な道ではないと思いますが、自分の人生という

道にしっかり足跡を付けて、一歩一歩踏みしめてい

ってくれることを期待しています。そして、将来が

夢と希望に溢れた素晴らしいものであるよう願って

います。

「私たち教職員は、卒業生１６名の太田っ子を

ずっと見守っています！」
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卒業を祝う会【２月28日】

６年生にこれまでの感謝の気持ちを込めて、５年生を中心に卒業を祝う会を開催しました。

６年生との触れ合いタイム

学年毎に６年生と交流を深めました。 【３月２日】

クラブ（最終）

【２月14日】

卒業ランチ【２月16日】 ６年生は、卒業ランチでテーブルマナーを学びました。調理員さん、

栄養士さん、６年間おいしい給食ありがとうございました。

お話の会（高学年）最終

【２月24日】

避難訓練（不審者対応）

【２月16日】

太田っ子ロングタイム

【２月16日】


